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東
案
第
八
十
三
号

三
朝
町
弊
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
の
　
く

]
部
改
正
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
三
朝
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
の
1
部
を
改

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
､
地
方
自
治
法
　
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
'
/
)
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
､
本
黄
金
の
蓑
決
を
求
め
る
b

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
十
六
七

三

＼

朝

　

町

　

長

　

　

租

　

　

村

　

　

喬

　

　

成

芳
志
毒
等
㌘
8
線
等
決
三
朝
町
飯
食
級
長
名
鑑
典
由
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三

朝

町

条

例

集

　

　

　

　

号

三
朝
町
災
害
弔
意
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
の

T
部
を
改
正
す
る
条
例

三
戟
町
災
脊
弔
慰
演
の
支
給
及
･
e
;
卦
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
ノ
に
絶
す
t
t
Q
条
例
(
昭
和
四
十
九
年
三
新
町

条
例
第
四
十
-
早
)
の
一
-
次
月
-
鶴

堵
名
を
次
の
よ
う
紅
改
め
る
｡

災
害
弔
厳
重
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例

麓
7
集
中
｢
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
演
義
資
金
の
貸
付
け
に
鯛
す
る
法
律
｣
を
｢
茨
嘗
弔
慰
金
-

の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
｣
に
改
め
･
｢
支
給
を
行
い
'
｣
の
下
に
｢
自
然
災
害
に
よ
り
精
神
又
は
身
体

忙
著
し
い
障
害
を
受
け
た
町
民
に
災
害
障
害
見
舞
ー
金
の
支
給
を
行
い
､
｣
を
加
え
る
｡

東
三
条
中
T
こ
の
章
｣
　
の
下
に
　
｢
及
び
次
章
｣
　
を
加
え
る
｡
～

第
五
条
に
次
の
た
だ
し
膚
を
加
え
る
.

た
だ
し
､
死
亡
者
が
そ
の
死
亡
に
係
る
災
害
紅
絹
し
既
に
次
章
竺
規
定
す
る
災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給

_∫

を
愛
吟
て
い
る
藤
倉
は
･
こ
れ
ら
の
鮪
か
ら
当
事
支
給
を
受
け
た
災
害
障
害
見
舞
金
の
額
を
控
除
し
た
額



と
す
る
｡

｢
　
第
十
三
条
を
第
十
.
六
条
と
す
る
｡

第
十
二
条
第
三
項
中
｢
第
十
l
粂
第
1
項
｣
　
を
｢
第
十
三
条
第
一
項
｣
　
に
改
め
､
同
条
を
第
十
五
条
と

′

′

す
る
｡

弟
十
　
l
桑
を
第
十
四
条
と
す
る
｡

東
十
条
を
第
十
三
条
と
す
る
｡

第
九
集
中
｢
第
八
条
第
7
項
｣
　
を
　
｢
窮
十
条
第
1
項
｣
　
に
改
め
､
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
.

＼
ヽ

第
三
章
を
第
四
章
と
L
t
　
第
二
章
の
次
に
次
の
｣
章
を
加
え
る
｡

第

三

章

　

災

害

障

寮

見

舞

金

の

支

給

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

｣

(
災
害
障
専
見
舞
金
の
支
給
)

第
九
粂
　
町
は
･
町
民
が
災
害
に
よ
り
負
傷
し
′
又
は
疾
病
に
か
か
り
,
治
っ
た
と
き
(
そ
の
症
状
が
固

イ

定
し
た
と
き
を
含
む
｡
l
)
　
に
法
別
表
に
掲
げ
る
程
度
の
障
害
が
あ
る
と
き
は
､
当
該
住
民
　
(
以
下
｢
障

害
者
｣
　
と
い
う
｡
)
　
に
対
し
'
災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給
を
行
う
も
の
と
す
る
｡

(
災
害
障
轟
見
舞
金
の
顔
.
)
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二

｢

　

1

]

第
十
条
障
害
者
一
人
当
た
｡
の
災
害
障
害
見
舞
金
の
額
は
,
当
該
障
害
者
が
災
害
に
ょ
｡
負
傷
し
又
は

疾
病
に
か
か
っ
た
当
時
に
お
い
て
そ
の
属
す
-
帯
の
-
を
主
と
し
て
維
持
し
て
い
た
場
合
に
あ
つ

て
は
百
五
芸
円
と
し
,
そ
の
他
の
場
合
に
あ
つ
て
は
七
十
五
万
円
と
す
る
｡

(
準
用
規
定
)

第
十
一
条
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規
定
は
,
災
害
障
害
見
舞
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
.

附

則

こ
の
条
例
は
,
公
布
の
日
か
ら
-
し
,
改
正
後
の
-
条
,
第
十
-
び
-
完
の
規
定
は
'
昭

和
五
十
七
年
七
月
-
以
後
-
じ
た
災
害
に
ょ
り
負
傷
し
叉
は
疾
病
L
l
か
か
っ
た
住
民
芸
す
る
芸

障
害
見
舞
金
の
支
給
灯
つ
い
て
適
用
す
る
｡


